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　早いもので今年も 2 カ月が過ぎ、日差
しも暖かくなってきたような気がしま
す。能楽堂のまわりでもいろいろな野鳥
を見かけるようになり、景色を賑わせて
くれています。
　さて、毎年この季節になると気になる
のが花粉。今シーズンは昨年の 3 倍近く
の花粉が飛散するといわれており、これ
を書いている 3 月上旬にも最盛期を迎え
ているようです。花粉症の方は服装や加
湿などで対策を念入りに、そうでない方
もくれぐれもお気を付けください！

　

2
月
4
日
㈯
「
能×

現

代
音
楽vol.2 

青
木
涼
子
公

演 

能OPERA

誕
生
へ
の
道
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
能
と

現
代
音
楽
を
融
合
さ
せ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
を
行
う

青
木
涼
子
さ
ん
に
よ
る
二
年

ぶ
り
の
大
分
公
演
で
す
。

　

第
一
部
は
青
木
さ
ん
と
斎

藤
和
志
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）
の

共
演
「
舞
働
Ⅱ（
湯
浅
譲
二
作

曲
）」、
畑
中
明
香
さ
ん
（
打
楽

器
）
の
独
奏
「Le Corps A 

Corps

（
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ア
ぺ
ル

ギ
ス
作
曲
）」、
再
び
青
木
さ
ん

と
斎
藤
さ
ん
に
よ
る
「
風
の

声
（
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ガ
ル
デ
ッ
ラ

作
曲
）」
の
三
曲
を
上
演
。
静

寂
と
し
た
舞
台
に
声
と
楽
器

の
音
色
が
響
く
様
子
は
思
わ

ず
息
を
の
む
迫
力
で
す
。

　

第
二
部
で
は
「Nopera 

AOI

」
作
曲
者
・
馬
場
法
子

さ
ん
に
よ
る
作
品
解
説
が
行

わ
れ
、
パ
リ
公
演
の
際
の
映

像
資
料
や
楽
譜
、
能
の
謡
本

な
ど
を
見
な
が
ら
作
品
に
つ

い
て
の
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
続
い
て
「Nopera AOI 

m
akura-no-dan

」
を
上
演
。

能
「
葵
上
」
を
題
材
に
し
た

こ
の
曲
で
は
、
斎
藤
さ
ん
、

畑
中
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
始

ま
る
と
、
衣
装
を
身
に
付
け

た
青
木
さ
ん
が
揚
げ
幕
よ
り

登
場
し
ま
す
。
ア
イ
ド
ル
の

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
や
携
帯
電
話

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
こ
の
衣

装
は
、w

rittenafterw
ards

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
山
縣
良
和
さ

ん
が
手
掛
け
た
も
の
で
す
。

糸
電
話
の
糸
は
梓
弓
の
音
色

を
表
し
、
演
奏
に
携
帯
電
話

の
プ
ッ
シ
ュ
音
や
布
団
の
様

な
衣
装
の
擦
れ
合
う
音
、
さ

ら
に
謡
の
声
が
融
合
し
、
主

人
公
で
あ
る
六
条
御
息
所
の

激
し
い
情
念
が
観
客
を
圧
倒

し
ま
し
た
。

　

翌
日
5
日
㈰
に
は
、
市
内

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
に
て
「Art 

Plaza 

子
ど
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ 

能
レ
ク
チ
ャ
ー
＋

糸
電
話
を
つ
く
っ
て
音
を
出

し
て
み
よ
う
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
前
日
に
上

演
さ
れ
た
「Nopera AOI 

m
akura-no-dan

」
の
元
と

な
っ
た
、
源
氏
物
語
『
葵
上
』

の
物
語
や
、
曲
中
に
登
場
す

る
楽
器
や
ユ
ニ
ー
ク
な
装
束

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

絹
糸
・
針
金
・
縫
い
針
・
松

　

2
月
10
日
㈮
よ
り
「
す
ず

め
草
の
手
し
ご
と
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
広
島
か
ら
国

東
へ
移
住
し
、
ご
夫
婦
で
そ

れ
ぞ
れ
作
家
活
動
を
行
う

「
よ
つ
め
染
布
舎
」
の
小
野

豊
一
さ
ん
、「
美
器
」
の
岡

美
希
さ
ん
に
よ
る
作
品
を
展

示
す
る
本
展
で
は
、
両
作
家

に
よ
る
六
十
点
以
上
の
作
品

が
並
び
、
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
初
日
は

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ

れ
、
小
野
さ
ん
に
よ
る
「
よ

つ
め
染
布
舎
」
の
作
品
、
さ

ら
に
急
遽
来
館
で
き
な
く

制
度
（GI

）」
に
登
録
さ
れ
、

ま
す
ま
す
話
題
の
国
東
七
島

イ
。
今
回
は
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル

や
お
野
菜
、
バ
ゲ
ッ
ト
な
ど

に
合
う
ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
は
国
東
七
島
イ
認
定
工

芸
士
の
岩
切
千
佳
さ
ん
と
秦

真
由
子
さ
ん
。

　

一
本
一
本
の
七
島
イ
を
綯

（
な
）
っ
て
縄
状
に
し
た
も
の

を
何
本
か
作
り
、
そ
れ
を
網

目
を
作
る
よ
う
に
編
ん
で
筒

状
の
ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
の
形
を

整
え
て
い
き
ま
す
。
約
二
時

間
半
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
網
目
の
模
様
や

取
手
の
形
が
違
う
三
種
類
の

ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
が
完
成
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
生
活
の
中
で
活

用
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

ヤ
ニ
、
ボ
タ
ン
、
紙
コ
ッ
プ

な
ど
の
材
料
を
使
い
、
音
の

出
る
糸
電
話
を
製
作
。
準
備

し
て
い
た
２
台
の
脚
立
に
紙

コ
ッ
プ
を
取
り
付
け
、
松
ヤ

ニ
の
つ
い
た
糸
に
指
を
滑
ら

せ
る
と
不
思
議
な
音
が
！ 

紙

コ
ッ
プ
を
使
っ
て
こ
ん
な
音

が
出
る
な
ん
て
、
と
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
ル
ー
ト
奏
者

の
斎
藤
さ
ん
も
加
わ
り
、

「Nopera m
akura-no-dan

」

の
初
め
の
部
分
を
子
供
達
と

フ
ル
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
岡
さ
ん

に
代
わ
り
、「
美
器
」
の
作

品
も
制
作
の
背
景
や
モ
チ
ー

フ
の
選
び
方
な
ど
を
お
話
し

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

2
月
11
日
㈯
「
お
稽
古
サ

ロ
ン
／
国
東
七
島
イ 

ボ
ト
ル

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。『
く
に

さ
き
七
島
藺
表
』
が
大
分
県

で
初
の
「
地
域
的
表
示
保
護

す
ず
め
草
の

手
し
ご
と
展

O
P

E
R

A

青
木
涼
子
公
演

能×

現
代
音
楽 v

o
l.2

誕
生
へ
の
道

国
東
七
島
イ

ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
W
S

国
東
七
島
イ

ボ
ト
ル
ケ
ー
ス
W
S



ご意見・ご感想を

お寄せ下さい

能楽堂新聞のご意見、ご感想、また、催し物に関す
るお問い合わせや、ご意見、ご感想をお寄せ下さい。

交通のご案内

大分バス
[ 大分方面から ]

[ 鶴崎方面から ]

花津留バス停
（下車徒歩 5 分）

牧バス停
（下車徒歩 2 分）

乗越バス停
（下車徒歩 5 分）
JR 日豊線・牧駅

（下車徒歩 5 分）

平和市民公園能楽堂

Tel / 097-551-5511
〒870-0924 大分市牧緑町1番30号

産業道路 新日鉄正門

197

68
5

GS

多目的
広場

大分
商業高校 花津留

バス停

牧バス停

牧駅

花津留
バス停

武漢の森

中央
プラザ

← 至大分駅

JR日豊本線

平和市民公園

能楽堂

http://www.nogaku.jp/
E-mail:info@nogaku.jp

月曜休館 [月曜祝日の場合、翌日休館 ]

［Facebook］ 
https://www.facebook.com/nogaku.jp

QRコード

Facebook Homepage

能を楽しむ会
4 月 11 日 [ 火 ]   9:00～12:00
4 月 12 日 [ 水 ] 13:00～17:00
4 月 18 日 [ 火 ]   9:00～12:00
4 月 18 日 [ 火 ] 13:00～17:00
4 月 25 日 [ 火 ]   9:00～17:00
4 月 25 日 [ 火 ] 13:00～17:00

喜多流教室
4 月   7 日 [ 金 ] 13:00～17:00
4 月 14 日 [ 金 ] 13:00～17:00
4 月 21 日 [ 金 ] 13:00～17:00

萬謡会（B）
4 月   4 日 [ 火 ] 18:00～21:30
4 月 18 日 [ 火 ] 18:00～21:30

第 27 回 開館記念合同会

4 月 4 日 [ 火 ] 10:00 開演　16:30 終演予定 
入場料 / 無料
内容 / 観世流　素謡・仕舞
お問い合わせ先 / 能を楽しむ会（谷村育子）[097-545-0087]

※
 

予
定
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
教
室
予
定
は
定
期
的
に
行
わ
れ
る
教
室
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

観鵆会春の大会

4 月 20 日 [ 木 ] 12:30 開演　17:00 終演予定
入場料 / 無料 
内容 / 観世流　素謡・仕舞・舞囃子
お問い合わせ先 / 山本能楽堂（山本章弘）[06-6943-9454]

第 6 回 狂言やっとな会

4 月 23 日 [ 日 ] 13:30 開場　14:00 開演
入場料 / 椅子席 5,000 円　桟敷席 4,000 円
内容 / 狂言「二人大名」野村万作、狂言「止動方角」野村萬斎・深田博治
お問い合わせ先 / 大分よからう会事務局 [090-9390-8229]

桜茶会
4 月 1 日 [ 土 ] 10:00 開場　10:30 開演　14:30 終了予定
入場料 / 無料（お茶券は別途 350 円）
お茶席 / 裏千家清水社中
出演 / JINTA ッタ楽団、大分マンドリンオーケストラ、津留少年少女民謡
　　　合唱団、藤本流三味線 秀荻会社中、三線倶楽部あしびなぁ～、
　　　小天真道流剣舞道
出店 / café ケルン、shohokamin 小邦寡民、JINTA ッタ楽団
内容 / エントランスホールでのお茶会と舞台での演奏会
お問い合わせ先 / 平和市民公園能楽堂 [097-551-5511]

大分颯々会

4 月 9 日 [ 日 ] 11:00 開演　17:00 終演予定 
入場料 / 無料
内容 / 観世流　素謡・仕舞　舞囃子　社中会
お問い合わせ先 / 大分颯々会（谷村育子）[097-545-0087]

花の宴

4 月 16 日 [ 日 ] 11:00 開演　15:30 終演予定 
入場料 / 無料
内容 / 舞踊の会
お問い合わせ先 / 花柳琴嬉八会 [097-558-5708]

お稽古サロン／能楽堂オリジナル小風呂敷
きつねの絵付け講座

5 月 13 日 [ 土 ] 9:30 ～ 12:30
講師 / 石田 麗（ちとせ染工房）
参加費 / 3,953 円（お茶付き）
定員 /15 名　先着順・要予約
募集 /[ 友の会先行 ]4 月 15 日 ( 土 )10:00 ～ 4 月 21 日 ( 金 )17:00
　　　　　  [ 一般 ]4 月 22 日 ( 土 )10:00 ～ 4 月 29 日 ( 土 )17:00
内容 / 紅型（びんがた）染めの技法で小風呂敷に絵付けをします。
お問い合わせ先 / 平和市民公園能楽堂 [097-551-5511]
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2
月
25
日
㈯
「
お
稽
古
サ
ロ

ン
／
よ
つ
め
染
布
舎 

オ
リ
ジ

ナ
ル
風
呂
敷
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

は「
す
ず
め
草
の
手
し
ご
と
展
」

出
展
作
家
の「
よ
つ
め
染
布
舎
」

小
野
豊
一
さ
ん
。
今
回
は
、
小

野
さ
ん
が
当
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
た
め
に
能
楽
堂
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
絵
柄
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
下

さ
り
、
好
き
な
絵
を
組
み
合
わ

せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
風
呂
敷
を

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
型
染
め
用
の
型
紙

を
各
自
で
彫
り
、
く
り
抜
い
た

外
側
の
部
分
を
ス
テ
ン
シ
ル
台

紙
の
よ
う
に
使
い
ま
す
。
風
呂

敷
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
台
紙
を
風
呂
敷
に
当
て
、
ハ

ケ
で
顔
料
（
絵
の
具
）
を
染
み
込

ま
せ
ま
す
。

　

タ
イ
ル
状
に
絵
を
配
置
し
た

り
、
模
様
で
枠
を
作
っ
た
り
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
り…

な
ど
な
ど
、
皆
さ
ん
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
先
生
に
ア

イ
ロ
ン
を
か
け
て
も
ら
っ
て
完

成
。
カ
ラ
フ
ル
で
個
性
的
な
風

呂
敷
が
並
び
ま
し
た
。

　

2
月
19
日
㈰
「
お
稽
古
サ

ロ
ン
／
お
お
い
た
の
竹
を
身

近
に 

ひ
ご
か
ど 

角
物
製
作

講
座 

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
能
楽
堂
で
は
お
馴

染
み
の
「
ひ
ご
か
ど
」
の
お

二
人
で
す
。
今
回
は
、
豆
腐

籠
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い

た
角
物
を
作
り
ま
し
た
。
お

手
本
を
モ
デ
ル
に
、
竹
ひ
ご

を
編
ん
で
い
き
ま
す
。
飛
び

出
た
余
分
な
竹
ひ
ご
を
切
り

落
と
す
際
、
竹
ひ
ご
が
勢
い

良
く
飛
ん
で
い
き
、
笑
い
が

起
こ
る
和
や
か
な
場
面
も
。

　

取
っ
手
用
の
穴
を
開
け
る

工
程
で
は
「
コ
ツ
は
ゆ
っ
く

り
開
け
る
と
ヒ
ビ
が
入
る
の

で
、
一
気
に
穴
を
開
け
る
こ

と
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
緊
張
し
な
が
ら
も
上
手

く
穴
を
開
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
ヤ
ス
リ
で

全
体
を
滑
ら
か
に
整
え
れ
ば

完
成
で
す
。

　

終
了
後
は
出
来
上
が
っ
た

竹
籠
を
そ
れ
ぞ
れ
見
せ
合
っ

た
り
、
先
生
方
に
作
品
に
つ

い
て
の
質
問
を
交
え
な
が

ら
、
和
気
藹
々
と
し
た
楽
し

い
ム
ー
ド
の
中
で
の
講
座
と

な
り
ま
し
た
。

よ
つ
め
染
布
舎

オ
リ
ジ
ナ
ル
風
呂
敷

ひ

ご

か

ど

角

物

制

作

講

座


